
 

 

 

貨
物
会
社
は
２
０
２
０
年
度
決
算
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
で
唯
一
、

黒
字
を
確
保
し
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
度
決
算
に
お
い
て
は
、
単

体
で
12
期
ぶ
り
に
赤
字
と
な
っ
た
も
の
の
、
連
結
で
は
12
年
連

続
し
て
２
億
円
の
経
常
利
益
を
確
保
し
ま
し
た
。 

貨
物
会
社
は
、
今
年
度
の
収
益
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
、
自
然
災
害

に
よ
る
減
収
を
強
調
し
て
い
ま
す
が
、
２
０
１
６
年
度
、
２
０
１
７

年
度
と
過
去
最
高
益
を
更
新
し
、
２
０
１
８
年
度
は
、「
西
日
本
豪

雨
」
で
１
０
０
億
円
以
上
の
減
収
と
な
っ
た
中
で
も
黒
字
を
確
保

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
利
益
は
社
員
へ
還
元
さ
る
こ
と
な

く
、「
業
績
は
手
当
で
・
・
」
と
す
る
交
渉
経
過
を
反
故
に
し
て
き

た
と
指
摘
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

「
２
０
２
２
年
度
事
業
計
画
」
で
は
、
単
体
38
億
円
、
連
結
55

億
円
の
経
常
利
益
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
Ｊ
Ｒ
貨
物

グ
ル
ー
プ
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
２
０
２
１
年
度
か
ら
10
年
間

で
４
０
２
０
億
円
の
投
資
を
行
う
と
し
、
年
平
均
４
０
０
億
円
を
超

え
る
設
備
投
資
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

貨
物
会
社
は
、
２
０
１
３
年
度
の
基
本
賃
金
削
減
攻
撃
や
夏
季

手
当
１
・
１
ヵ
月
、
年
間
２
・
４
ヵ
月
へ
の
期
末
手
当
削
減
な
ど
、

32
億
円
も
の
人
件
費
削
減
を
行
い
経
営
自
立
計
画
の
数
値
を
達
成

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
の
貨
物
会
社
の
利
益
剰
余
金
（
内
部
留

保
）
は
、
２
０
１
２
年
度
の
88
億
円
か
ら
２
０
２
１
年
度
末
に
は

３
７
３
億
円
に
ま
で
積
み
上
げ
て
い
ま
す
。
背
景
に
は
、
社
員
に
は

投
資
を
行
わ
ず
、
人
件
費
削
減
を
繰
り
返
し
行
っ
て
き
た
結
果
で

あ
り
、
貨
物
会
社
の
経
営
矛
盾
、
経
営
課
題
を
社
員
犠
牲
で
乗
り
越

え
て
き
た
結
果
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

今
こ
そ
、
社
員
の
努
力
と
期
待
に
応
え
、
国
労
要
求
で
あ
る
「
３
・

０
ヵ
月
」
を
支
給
し
、
生
活
改
善
を
図
る
べ
き
で
す
。 

「ＪＲ貨物グループ長期ビジョン 2030」では、安

全に資する投資を着実に実施するとともに、東京レ

ールゲートやＤＰＬ札幌レールゲートなどの総合

物流企業グループへの成長に直結する投資や新技

術・スマート貨物ターミナルの実現として、トラッ

クドライバー用アプリなど IＴ化・ＤＸ化を推進す

る投資を積極的に実施するとしています。 

 貨物会社は、大幅な減収の中でも黒字を確保して

きたのは、社員の努力のおかげと発言しています。

しかし、社員にはＪＲ最低基準の賃金・期末手当を

押し付け一方で、今後も膨大な金額の設備投資を行

っていくことを明らかにしています。 

将来に希望が持てない人事制度や低額な期末手

当は、「いきいきのびのびとやりがいを感じる」こと

はできず、年間 70 名ほどが退職を選択している状

況となっています。 

 設備投資も否定しませんが、貨物会社 

の将来を見据えるならば、社員への投資 

を行い、人材確保に全力をあげる必要が 

あるのではないでしょうか。 

国 鉄 労 働 組 合 全 国 貨 物 協 議 会 

厳しいと言うけれど、

減収の原因は明らか。 

社員犠牲の裏では設備

投資はしっかり行う。 

 


